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12)超 音波装置によるHフ ァイル破折片除去に

関する基礎研究
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【目 的】根管治療 を行 う上での偶発症 に リー

マー ・ファイルの根管内破折がある。根管内破折

器具の除去を知る目的で,今 回R透 明根管模型に

Hフ ァイルの破折 を再現 し,超 音波装置を用いた

時の1.超 音波チップの振動の強 さ2.破 折ファ

イル片の長 さ3.破 折 ファイル片の太 さ4.除

去時の注水の有無5.超 音波チ ップの接触部位

に対す る除去時間を比較検討 した。

【材料 ・方法】透 明根管模型60本 の根尖相当部

を#15,#25,#35Kフ ァイルで拡大 し,そ れ ら

(67)



68 奥 羽 大 歯 学 誌

の1mm上 方 を根 管 相 当部 と して#4ピ ー ソ ー

リーマ ーで 長 さ15mm拡 大 した もの を試料 と し

た。 試 料 を根 尖 相 当部3mmに 切 断 した#20H

プ ァ イル 片 を500gwで 圧 入 した もの(試 料 ①),

同様 に3mm,5mm,7mmの#30Hフ ァ イル

片 を圧 入 した もの(試 料 ②,試 料③,試 料 ④ 〉,

3mmの#40Hプ ァ イル片 を圧 入 した もの(試 料

⑤)を 作製 した。

実験1:試 料② を使用 し,超 音波 装置 の振 動強

さ1(28.8kHz),2(29.6KHz),3(30.4KHz)

実 験2:試 料 ②,③,④ を使用 し振動強 さ1

実 験3:試 料 ①,②,⑤ を使 用 し振動強 さ1

実 験4:試 料 ③ を使用 し,振 動 強 さ1で 注 水の

有 り無 し

実験5:試 料② を使用 し,振 動強 さ1で 接触 部

位 の違 い

実験1～5に ついて破折 片の除去 に要 した時間

を測定 した。 なお,実 験1～5で はE8チ ップを,

実 験4の 注水有 りではE4チ ッ プ を使 用 した。結

果 は平均 ±標準偏差 で表 し,実 験1～3の 有意差

にはKruskalWallis検 定,実 験4,5の 有 意差 に

はMann-WhitneyU-Testを 用 い て統 計処 理 を

行い,危 険率5%で 判 定 した。

【結 果】実 験1:振 動1で3.04±0.l8秒,振 動

2で1.64±0.52秒,振 動3で1.10±0.29秒 と 振動

が強い と有 意 に除去 時間が短 か った。実験2:3

mmで3.04±0.18秒,5mmで4.14±0.26秒,7

mmで3.76±0.5秒 と長 い と有 意 に除去 時 間 が長

い 傾 向 に あ っ た。 実 験3:#20で2.68±0.20秒,

#30で3.04±0.18秒,#40で3.16±0.21秒 と太 い と

有 意 に除去 時間 が長 かった。実験4:注 水有 りで

2.32±0.28秒,注 水 無 しで4.14±0.26秒 と注 水有

りで有意 に除去時 間が短 か った。実験5:根 尖相

当部 で6.68±0.42秒,切 断 面部 で3.04±0.18秒 と

切断面部 で有 意 に除去 時間 が短 か った。

【考察 ・結 論】振動 が強 けれ ば振動エ ネルギ ー も

大 きくな り,除 去 時間が短 くな る。破折 ファイル

が長 いほ ど,除 去 時 間が長 い傾 向 に あったの は,

チ ップと破折 ファイル との接触 時間 が少 な くな る

ため,根 尖部へ伝 わ る振 動エ ネル ギ ーが失 われ る

こ とに よって除去 時 間が延 長す ると考 え られ る。

しか し,5mmよ り7mmの 除 去 時 間 が短 い傾
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向にあったのは,共 振現象や長 さに対する振動の

波長周期が関係 したと考えられる。ファイル片が

太 くなればファイルの弾性が低 く,振 動 しづ らく

なるため除去時間が長 くなる。 また,注 水下にお

いて破折 ファイル除去時間が短い傾 向にあったの

は,振 動 と水流 による複合的な影響のためである

と考 えられ る。破折 ファイルの根尖相当部にチ ッ

プ先端を接触 させるより,切 断面に接触 させた方

が,除 去時間が短い傾向にあったのは破折ファイ

ル周囲に振動空間が存在 し,根 尖相当部へ振動の

エネルギーがより強 く伝わることでファイル片除

去時間が短 くなったと考えられる。

以上の結果か ら,超 音波装置の振動の強さ,破

折片の長 さや太 さ,注 水の有無,接 触部位の違い

などの条件が変化す ることによって,破 折片の除

去に要する時間が変化することが示 された。
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